
新エネルギー新聞 2015年（平成27年）11月2日第38号 隔週 月曜日発行 4

太
陽
光
・
風
力

全国風サミットin庄内
再エネ普及に向け、日本各地の自治体が集結

「風力発電の地産地消」目指し議論

運転を開始した「那須塩原ソーラー発電所」

「第18回 全国風サミット」開催地・
庄内町のウィンドファーム

リポー
ト

シンポジ
ウム

「
流
れ
」
か
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
な
が
め
る
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葉
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ル
ギ
ー
の
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「
流
れ
」
に
つ
い
て
、
取

り
上
げ
る
。
流
れ
は
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
の
中
に
も
あ

る
。
年
月
を
か
け
て
私
た
ち

は
成
長
し
、
社
会
の
中
で
、

そ
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
生

き
る
。
そ
れ
は
、
時
間
の
流

れ
、
物
資
の
流
れ
、
お
金
や

資
本
の
流
れ
、
さ
ら
に
は
文

化
や
技
術
の
流
れ
で
も
あ

る
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支

え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
も

あ
る
。
本
コ
ラ
ム
は
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
源
」
と
題
し
て

い
る
が
、
そ
れ
は
四
方
八
方

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
の

源
泉
を
意
味
し
て
い
る
。

流
れ
に
つ
い
て
考
え
る

と
、
そ
れ
は
例
え
ば
Ａ
か
ら

Ｂ
へ
の
何
か
の
移
動
を
意
味

す
る
。
Ａ
と
Ｂ
は
、
同
じ
属

性
（
土
地
、
人
、
生
物
、
天

体
…
等
）
間
で
の
移
動
も
あ

れ
ば
、
属
性
を
違
え
る
場
合

も
あ
る
。
鉄
道
や
飛
行
機
に

よ
る
移
動
は
、
土
地
や
都
市

間
の
人
や
物
資
、
あ
る
い

は
、
そ
の
車
両
や
機
体
の
流

れ
で
あ
る
。
文
化
や
伝
統

は
、
地
域
か
ら
人
へ
の
流
れ

で
も
あ
る
し
、
さ
ら
に
広
範

な
流
れ
も
作
り
出
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
は
ど

う
で
あ
ろ
う
。
Ａ
か
ら
Ｂ
へ

の
移
動
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

属
性
を
違
え
て
移
動
す
る
典

型
で
も
あ
る
。
光
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
熱
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
り
、
熱
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

回
転
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

り
、
さ
ら
に
は
、
音
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
元
に
戻
っ
て
光
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
な
る
。

Ａ
か
ら
Ｂ
へ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
流
れ
で
は
、
何
が
流
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

光
、
熱
、
音
？

回
転
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
は
、
鉄
や
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

で
作
ら
れ
た
機
械
の
部
品
が

回
転
移
動
し
て
い
る
。
そ
れ

が
、
な
ぜ
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の

で
あ
ろ
う
か
？

当
初
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
仕

事
を
す
る
能
力
（the 

pow

er 
which 

to 
do 

work

）

と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
最
近

で
は
意
味
が
広
い
。
ロ
ン
グ

マ
ン
の
辞
書
に
お
い
て
は
、

次
の
記
述
も
あ
る
。「the 

quality 
of 

being 
full 

of life and action; po

wer 
and 

ability 
to 

do 

a lot of work or be ph

ysically 
active

」
す
な

わ
ち
、
生
活
や
活
動
が
満
ち

て
い
る
品
質
・
多
く
の
仕
事

や
肉
体
的
動
作
を
す
る
た
め

の
パ
ワ
ー
と
能
力
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
も
前
者
の
意
味
の
よ

う
に
量
で
は
な
く
質
が
意
味

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

か
な
り
普
通
の
対
象
と
な

る
が
、
筆
者
は
、
空
気
の
流

れ
の
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得

て
、
あ
る
固
定
し
た
位
置

（
地
点
）
で
、
羽
根
車
が
回

転
す
る
風
車
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
機
と
し
て
の
価
値
を
見

出
し
、
長
年
が
経
つ
。
こ
の

場
合
、
Ａ
は
風
で
あ
り
、
Ｂ

は
風
車
で
あ
り
、
属
性
が
異

な
っ
て
い
る
。

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

は
、
単
純
で
は
あ
る
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
質
と
量

は
、
深
遠
で
複
雑
で
多
様
で

あ
る
。
空
気
の
流
れ
で
あ
る

風
は
、
空
気
の
移
動
で
あ

る
。
そ
れ
は
伝
播
で
も
あ

る
。
確
か
に
、
風
の
流
れ

は
、
文
化
な
ど
社
会
の
変
化

を
伝
え
る
媒
介
と
し
て
の
意

味
に
も
用
い
ら
れ
る
。

風
車
の
羽
根
車
は
風
の
流

れ
の
中
に
あ
る
。
羽
根
の

形
、
大
き
さ
、
材
料
、
回
転

方
向
、
そ
の
枚
数
。
こ
れ
ら

も
の
や
、
⑲
（
第
36
号
）
で

紹
介
し
た
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
と

な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
最

近
、
タ
ワ
ー
は
、
日
本
で
も

陸
か
ら
海
へ
移
動
し
て
い
る
。

羽
根
車
と
本
体
（
タ
ワ

ー
）
に
は
、
水
平
軸
と
垂
直

軸
の
タ
イ
プ
、
さ
ら
に
は
斜

軸
タ
イ
プ
も
あ
る
。
筆
者
の

研
究
に
は
、
タ
ワ
ー
レ
ス
風

車
と
い
う
の
も
あ
り
、
連
凧

の
よ
う
に
空
中
に
自
力
で
舞

い
上
が
り
、
係
留
さ
れ
る
風

車
と
な
る
（
図
参
照
）。

材
料
の
面
で
は
ど
う
だ
ろ

う
。「
環
境
に
優
し
い
風

車
」
を
主
張
す
る
た
め
に

は
、
脱
石
油
が
前
提
と
な

【タワーレス風車の概念】
風車はマグヌス効果で揚力を得るので、ワイヤで空中に係留されるので設置タワーが不要となる。

Column

る
。
そ
う
し
た
思
い
か
ら
植

物
繊
維
を
生
分
解
性
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
で
充
填
強
化
し
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ほ
か

の
人
々
に
も
参
画
し
て
頂
き

た
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
風
車
の
デ

ザ
イ
ン
も
進
化
変
容
し
移
動

し
て
い
る
。
そ
の
移
動
で
は
、

Ａ
や
Ｂ
は
特
定
で
き
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
を
ま

と
め
る
と
、
Ａ
か
ら
Ｂ
に
流

れ
て
い
る
の
は
、
知
恵
や
技

術
、
そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
り
「
ふ
う
り
ゅ
う
」

（
風
流
）
と
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
は
、「
場
と
流

れ
」
と
い
う
特
定
地
域
の
質

と
量
、
そ
し
て
価
値
を
見
出

す
物
理
学
、
工
学
、
社
会

学
、
政
治
学
な
ど
の
実
践
が

創
り
織
り
な
す
結
果
で
あ

る
。
日
本
人
に
は
特
質
あ
る

対
象
が
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

流
れ
」
づ
く
り
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

レ
ノ
バ
は
10
月
21
日
、
栃

木
県
那
須
塩
原
市
に
お
い
て

「
那
須
塩
原
ソ
ー
ラ
ー
発
電

所
」
が
運
転
を
開
始
し
た
こ

と
を
発
表
し
た
。
発
電
事
業

者
は
、
レ
ノ
バ
ほ
か
１
社
が

匿
名
組
合
出
資
を
行
っ
て
い

る
合
同
会
社
那
須
塩
原
ソ
ー

ラ
ー
と
な
る
。
出
力
は
約

24
・
８
㍋
㍗
、
想
定
年
間
発

電
量
は
約
２
４
８
０
万
㌗
時

で
一
般
家
庭
約
７
２
０
０
世

帯
分
の
年
間
使
用
電
力
に
相

当
す
る
。

同
発
電
所
が
建
設
さ
れ
た

一
帯
は
「
那
須
野
が
原
」
と

呼
ば
れ
る
高
原
で
、
自
然
公

園
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
ゴ
ル
フ

場
な
ど
が
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
地

だ
。
発
電
所
の
敷
地
面
積
は

約
29
万
平
方
㍍
で
、
用
地
は

民
有
林
を
活
用
し
て
い
る
。

栃
木
県
に
は
自
然
保
護
に
関

す
る
条
例
が
あ
る
た
め
、
事

業
計
画
の
策
定
か
ら
開
発
プ

ロ
セ
ス
全
般
を
主
導
し
た
レ

ノ
バ
は
環
境
に
配
慮
し
た
建

設
計
画
を
策
定
し
、
工
事
に

臨
ん
だ
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
の
事
業

経
験
と
専
門
性
を
活
か
し
て

森
林
法
に
基
づ
く
林
地
開
発

行
為
の
許
可
や
、
県
条
例

「
栃
木
県
自
然
環
境
の
保
全

及
び
緑
化
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
く
自
然
環
境
保
全
協

定
を
自
治
体
と
締
結
。
用
地

の
周
囲
に
森
林
を
残
し
て
景

観
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
し

た
ほ
か
、
動
植
物
が
生
息
し

や
す
い
環
境
を
維
持
す
る
よ

う
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
設

備
設
計
を
行
っ
た
。

レ
ノ
バ
は
現
在
、
２
０
１

６
年
春
の
運
転
を
目
指
し
、

熊
本
県
大
津
町
で
約
24
万
平

方
㍍
の
民
有
林
を
活
用
し
た

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
出
力
約
19

㍋
㍗
）
の
建
設
工
事
を
共
同

事
業
で
行
っ
て
い
る
。
同
事

業
で
も
森
林
法
に
基
づ
く
林

地
開
発
行
為
の
許
可
を
取
得

し
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た

造
成
・
設
備
計
画
を
実
施
し

て
い
る
。
同
社
が
開
発
を
主

導
し
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
、

茨
城
県
潮
来
市
や
千
葉
県
富

津
市
、
静
岡
県
菊
川
市
、
大

分
県
九
重
町
で
運
転
し
て
お

り
、
今
回
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
運
転
開
始
に
よ
り
、
合
計

１
２
２
・
２
㍋
㍗
の
発
電
所

を
運
転
す
る
こ
と
に
な
る
。

那
須
塩
原
市
で
は
、
同
発

電
所
の
ほ
か
に
も
、
遊
休
地

を
活
用
し
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

が
稼
働
し
て
い
る
。
ま
た
、

周
辺
の
地
域
で
は
、
ゴ
ル
フ

場
の
跡
地
を
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

へ
転
換
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
相
次
い
で
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み

に
よ
っ
て
栃
木
県
は
太
陽
光

発
電
の
導
入
量
が
急
速
に
拡

大
し
て
い
る
。

レノバ

24
・
８
Ｍ
Ｗ
、環
境
保
全
を
重
視

栃
木
県
那
須
野
が
原
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
運
転
開
始

第
18
回
目
を
迎
え
た
今
年

の
開
催
地
・
庄
内
地
方
は
、

始
め
て
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
か
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
〝
原
点
回

帰
〟
。
風
サ
ミ
ッ
ト
発
祥
の

地
に
戻
り
、
こ
れ
ま
で
の
風

力
発
電
や
再
エ
ネ
導
入
の
歴

史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
導
入
拡
大
に
向
け

た
取
組
み
に
つ
い
て
考
え

た
。
参
加
者
は
、
庄
内
町
民

を
は
じ
め
、
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
全
国
各
地
の
自
治

体
、
企
業
、
研
究
機
関
な
ど

か
ら
約
４
０
０
名
。

１
日
目
は
、
参
加
自
治
体

交
流
会
が
催
さ
れ
た
。
地
球

規
模
で
の
環
境
保
全
や
温
暖

化
対
策
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
な
ど
ロ
ー
カ
ル

な
視
点
と
を
融
合
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
自
治
体
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。

再
エ
ネ
を
ど
う
地
域
活
性
化

に
結
び
付
け
て
い
く
か
な

ど
、
様
々
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

２
日
目
は
、
経
産
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
課
長
の
松
山
康
浩
氏

に
よ
る
記
念
講
演
や
、
庄
内

町
の
風
力
発
電
に
関
す
る
事

例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ

た
。「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
取
り
巻
く
国
の
動
向

等
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
松

山
氏
は
、「
風
況
の
良
い
東

北
や
北
海
道
は
、
風
力
発
電

に
適
し
て
い
る
。
し
か
し
導

入
拡
大
を
図
る
に
は
、
地
域

住
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
」で
あ
る
な
ど
と
語
っ
た
。

最
終
日
は
、
町
内
の
風
力

発
電
施
設
な
ど
を
訪
ね
る
現

地
視
察
と
、「
風
の
学
校
２

０
１
５
」
が
同
時
進
行
で
行

わ
れ
た
。
風
の
学
校
は
、
町

内
５
つ
の
小
中
学
校
を
会
場

に
し
て
、
風
力
発
電
の
歴
史

や
意
義
に
つ
い
て
、
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
に
直
接
伝
え

て
い
く
取
組
み
。
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
で
も
あ
る
風
力
発
電
研
究

の
世
界
的
権
威
、
牛
山
泉
氏

（
足
利
工
業
大
学
理
事
長
兼

学
長
）
な
ど
が
講
師
を
務
め

た
。

「
全
国
風
サ
ミ
ッ
ト
」
が
10
月
21
日（
水
）
～
23
日

（
金
）の
３
日
間
、
山
形
県
庄
内
町
で
開
催
さ
れ
た
。

同
サ
ミ
ッ
ト
は
１
９
９
４
年
よ
り
、
開
催
地
の
市
町

村
が
主
催
と
な
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
自
治
体
主
導

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
。
共
催
は
風
力
発
電
推
進
市
町

村
全
国
協
議
会
、
日
本
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
、
日

本
風
力
発
電
協
会
。
経
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、

環
境
者
、
山
形
県
な
ど
が
後
援
す
る
。

に
よ
り
異
な
る

が
、
風
を
受
け
羽

根
車
は
繰
り
返
し

回
転
す
る
。
中
に

は
、
一
回
転
ご
と

に
、
裏
表
が
反
転

す
る
も
の
も
あ
る
。

風
も
、
羽
根
も

移
動
す
る
が
、
風

車
の
本
体
（
タ
ワ

ー
）
は
移
動
せ

ず
、
あ
る
位
置
に

存
立
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
風
車
の

大
型
化
と
と
も
に

よ
り
巨
大
に
な

り
、
あ
る
い
は
、

象
徴
的
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
コ
ラ

ム
の
③
（
第

20

号
）
で
紹
介
し
た

展
望
台
が
つ
い
た


